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具体的な取組の柱

事項

具体的取組（県・市町調査項目）

１）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策

1 ・優先的に実施する堤防整備

ＡＢ H32年度 関東地整 ○

2 ・橋梁部周辺対策の実施

ＡＢ
H28年度から
順次実施

関東地整 ○

■危機管理型ハード対策

3 ・堤防天端の保護、裏法尻の補強

ＡＤ H32年度 関東地整 ○

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

4 ・雨量・水位等の観測データおよび洪水時
の状況を把握・伝達するための基盤整備・
拡充（簡易水位計やCCTVカメラの設置等）

Ｂ
H28年度から
順次実施

関東地整・県 ○ ○

5 ・情報伝達手段の改善

Ｌ,M
H28年度から
順次実施

市町 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

6 ・水防活動を支援するための新技術を活用
した水防資機材等の配備 Ｖ

H28年度から
順次実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ・排水機場の耐水化や水門・機場等の遠
隔操作を確実に行える対策（二重化）の実
施

Ｙ
H28年度から
順次実施

関東地整・
水資源機構・

県
○ ● ○

8 ・浸水時においても災害対応を継続するた
めの施設整備および自家発電装置の耐水
化等

Ｗ,Ｘ
H28年度から
順次実施

関東地整・
県・市町

○ ― ― ― ● ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ － ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ● ― ○ ― ○ － ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

9 ・河川防災ステーションの整備や堤防天端
上の車両交換場所等の整備 ＡＣ

H28年度から
順次実施 関東地整 ○
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２）ソフト対策の主な取組　

①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■的確な避難行動を取るための情報提供

10 ・緊急速報メールによるプッシュ型の洪水
予報等の情報発信 Ｂ

H29年度から
順次実施

関東地整・県 ○ ●

11 ・水位計、ライブカメラ等の情報提供の拡
充 Ｂ

H28年度から
順次実施

関東地整・
水資源機構・

県
○ ○ ●

12 ・気象情報発信時の「危険度の色分け」や
「警報級の現象」等の改善（水害時の情報
入手のしやすさサポート）

Ｋ
H28年度から
順次実施

気象庁 ○

13 ・災害時の情報発信における地元メディア
との連携強化 Ｎ

H28年度から
順次実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ○ ○ ○ ― ― ● ○ ● ○ ○ ― ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ― ○ ○ ○ ● ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ―

■避難勧告の発令に着目したタイムラインの作成

14 ・氾濫ブロック・区間に応じたきめ細やかな
危険水位設定 Ｄ,Ｆ

H28年度から
順次実施

関東地整 ○

15 ・氾濫流の広域拡散を考慮した越水・破堤
後を含めた、避難勧告の発令に着目したタ
イムラインの作成

Ｃ,Ｅ,
Ｇ

H28年度から
順次実施

関東地整・
市町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ・タイムラインに基づく首長等も参加した実
践的な訓練 Ｋ,Ｐ,

Ｑ
H28年度から
定期的に実施

協議会全体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■浸水リスク情報の周知、避難行動支援

17 ・想定最大規模降雨による洪水浸水想定
区域図、氾濫シミュレーションの公表 Ａ,Ｄ

H28年度から
順次実施

関東地整・県 ○ ○

18 ・想定最大規模降雨に対応したハザード
マップの作成・周知 Ｈ

H28年度から
順次実施

市町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ・広域避難計画の策定、市町村間の協定
締結 Ｈ,Ｊ,

Ｑ
H29年度から
順次実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

20 ・平常時から住民に水害リスクをわかりや
すく伝える「まるごと、まちごとハザードマッ
プ」の推進

Ｋ
H28年度から
順次実施

市町 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

21 ・要配慮者利用施設の避難計画の作成お
よび訓練の促進 Ｏ

H28年度から
順次実施

市町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ・避難場所の絶対数が不足する地域にお
ける既存施設の避難場所としての活用 Ｉ

H28年度から
順次実施

市町 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ―

■防災教育や防災知識の普及

23 ・水防災に関する説明会の開催

Ｂ,Ｋ
H28年度から
順次実施

協議会全体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 ・教員を対象とした講習会の実施

Ｋ
H28年度から
順次実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 ・小学生を対象とした防災教育の実施

Ｋ
H28年度から
順次実施

市町 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ・出前講座等を活用した講習会の実施

Ｋ 引き続き実施
関東地整・
水資源機構・
気象庁・県

○ ○ ○ ○ ●
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②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■より効果的な水防活動の実施及び水防体制の強化

27
・水防団や地域住民が参加する洪水に対
しリスクが高い区間の共同点検 Ｒ

H28年度から
定期的に実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ● ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ● ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ―

28
・水防団強化を含めた関係機関が連携し
た実働水防訓練の実施 Ｔ

H28年度から
定期的に実施

関東地整・
県・市町

○ ○ ● ● ● ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○ ○ ― ● ○ ○ ○ ● ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ● ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ―

29
・水防活動の担い手となる水防協力団体
の募集・指定の促進 Ｓ 引き続き実施 市町 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ―

30
・地域の建設業者による水防支援体制の
検討・構築 Ｕ

H28年度から
順次実施

市町 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ― ― ○ ○ ● ― ● ○ ○ ● ● ● ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ―

■既設ダムの危機管理型運用方法の確立

31
・既存ダムの機能を最大限活用する運用
方法の検討等 ＡＡ

H28年度から
順次実施

関東地整
・水資源機構

○ ○

③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取組

■緊急排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施

32
・既存排水施設、排水ポンプ車等を活用し
た排水計画の策定 Ｚ

H28年度から
順次実施

関東地整・
水資源機構・
県・市町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33
・排水計画に基づく排水訓練の実施

Ｚ
H28年度から
順次実施

協議会全体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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凡例 ○：実施予定、●：実施済み、－:対象なし ：取組機関対象外


